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36万円36万円

719万円719万円 586万円586万円

犬猫の避妊・去勢手術費への助成

32万円32万円

159万円159万円

（万円未満は切り捨て）

村内の図書施設を
ネットワーク化し、
蔵書を有効活用

村内の図書施設を
ネットワーク化し、
蔵書を有効活用

防災中枢機能施設への
防災備蓄品費
防災中枢機能施設への
防災備蓄品費

ふるさと公園の充実
（ミニ新幹線の更新やオムツ替えシートなど）

ふるさと公園の充実
（ミニ新幹線の更新やオムツ替えシートなど）

地域おこし協力隊員の受入れ
（しんとうワイナリーの活性化）
地域おこし協力隊員の受入れ
（しんとうワイナリーの活性化）

結婚や出会いを望む方を
応援するイベントの費用
結婚や出会いを望む方を
応援するイベントの費用

370万円370万円

備蓄予定の倉庫備蓄予定の倉庫

南コミ１階図書スペース（旧談話室）南コミ１階図書スペース（旧談話室）

記念植樹した“桜”苗木記念植樹した“桜”苗木

第１回
定例会

期間
３月３日

～

３月14日

一般質問
５人登壇

議案
33件
発委
５件

Ｐ12・13審議結果
をご覧ください

Ｐ14を
ご覧ください

一般会計予算　歳入
歳出74.6億円　特別会計　　29.8億円

公営企業会計13.4億円

で暮らしやすい榛東村へ ! 会議録

南幼稚園

（令和７年３月閉園）

中央公民館

（今秋閉館予定）

児童館

（今秋閉館予定）

給食センター

（今秋閉所予定）

予算額

税負担額

借金（村債）残高

●

●

●

●預金（基金）残高

50.9（65.6)

11.2（11.0）

11.3（11.4）

19.4（24.9）

住民１人当たりの予算
〔単位：万円〕

（ ）内は令和６年度　現計予算比較

みんなのお財布

令和７年度から 閉鎖予定の施設

<主要事業>
防災中枢機能施設整備

（今秋開館予定）

２２億億75517551万円万円

南小長寿命化改良工事

２２億億61816181万円万円

ＧＩＧＡスクール
タブレット端末更新

74367436万円万円

学童保育所の増設
（北部第３学童保育所）

857857万円万円

広報しんとう４月号３～５
ページもご覧ください。
(令和７年度予算及び重
点事業の詳細)

現計予算とは現計予算とは…当初予算に、年度中の補正予算をすべて加えた最終的な予算です。
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36万円36万円

719万円719万円 586万円586万円

犬猫の避妊・去勢手術費への助成

32万円32万円

159万円159万円

（万円未満は切り捨て）

村内の図書施設を
ネットワーク化し、
蔵書を有効活用

村内の図書施設を
ネットワーク化し、
蔵書を有効活用

防災中枢機能施設への
防災備蓄品費
防災中枢機能施設への
防災備蓄品費

ふるさと公園の充実
（ミニ新幹線の更新やオムツ替えシートなど）

ふるさと公園の充実
（ミニ新幹線の更新やオムツ替えシートなど）

地域おこし協力隊員の受入れ
（しんとうワイナリーの活性化）
地域おこし協力隊員の受入れ
（しんとうワイナリーの活性化）

結婚や出会いを望む方を
応援するイベントの費用
結婚や出会いを望む方を
応援するイベントの費用

370万円370万円

備蓄予定の倉庫備蓄予定の倉庫

南コミ１階図書スペース（旧談話室）南コミ１階図書スペース（旧談話室）

記念植樹した“桜”苗木記念植樹した“桜”苗木

令和７年度予算を賛成多数で可決

バランスのとれた予算
総額

億円117.9
注目 の事業！の事業！議会からの提案や

要望から実現した
議会からの提案や
要望から実現した
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
受
け
入
れ
と
活
用
は

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
ど
の
よ
う
な
人
を
受
け

入
れ
て
い
ま
す
か
。

産
業
振
興
課
長　
令
和
７
年
度
は
ワ
イ
ン
の
開

発
・
販
売
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
担
う
方
を
１

人
受
け
入
れ
ま
す
。
経
費
は
特
別
交
付
税
に
よ

り
全
額
補
助
さ
れ
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上

を
目
指
し
ま
す
。

こ
の
制
度
を
活
用
し
て
、
今
後
ほ
か
の
分
野
で

も
受
入
れ
を
行
う
予
定
は
あ
り
ま
す
か
。

産
業
振
興
課
長　
今
回
は
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
特
化

し
て
い
ま
す
が
、
本
来
は
移
住
・
定
住
促
進
の

制
度
で
す
。
今
後
は
農
業
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
空

き
家
対
策
、
観
光
振
興
な
ど
、
他
分
野
で
も
活

用
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

保
育
料
無
償
化
は

保
育
料
無
償
化
の
財
源
は
ど
の
よ
う
に
確
保
さ

れ
て
い
ま
す
か
。

村
長
　
補
助
金
や
交
付
税
措
置
の
あ
る
起
債
を

活
用
し
、
ま
た
全
体
の
予
算
を
見
直
し
て
ス
リ

ム
化
す
る
こ
と
で
実
現
し
て
い
ま
す
。
特
定
の
事

業
を
削
っ
て
実
施
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
予
算
審
査
特
別
委
員
会
と
は

予
算
審
査
特
別
委
員
会
と
は
…
重
点
事
業
の
必
要
性
や
効
果
を
確
認
し
、

村
の
未
来
に
資
す
る
予
算
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
特
別
委
員
会
で
す
。

慎重に審査！
問

問

問問 答

答 ふ
れ
あ
い
館
の
利
用
は

ふ
れ
あ
い
館
の
無
料
券
制
度
が
変
わ
っ
た
の
は

な
ぜ
で
す
か
。

住
民
生
活
課
長　
無
料
券
制
度
を
廃
止
し
、
１

枚
３
０
０
円
の
割
引
が
受
け
ら
れ
る
「
優
待

券
」
に
切
り
替
え
ま
し
た
。
利
用
実
績
に
基
づ

き
、
必
要
分
を
計
上
し
、
村
の
財
政
負
担
を
抑

え
な
が
ら
継
続
利
用
で
き
る
仕
組
み
に
し
て
い

ま
す
。

縁
結
び
応
援
イ
ベ
ン
ト
は

縁
結
び
応
援
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
と
予
算
の
内
訳

は
ど
う
で
す
か
。

住
民
生
活
課
長　

年
３
回
の
開
催
を
予
定
し
、

１
回
あ
た
り
10
万
円
の
委
託
料
、
残
り
６
万
円

は
飲
食
な
ど
の
費
用
と
し
て
、
合
計
36
万
円
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

問答

創造の森キャンプ場

全員賛成で

可 決

予算審査
特別委員会

３月６日

～

３月７日

答答

創造の森
ホームページへ

Ｍ
・
Ｆ
さ
ん

少
子
化
問
題
が
騒
が
れ
て
い
ま
す
。

息
子
は
、
結
婚
は
考
え
て
い
ま
す
が
、

職
場
環
境
で
出
会
い
の
場
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
今
後
、
村
の
イ
ベ
ン

ト
に
積
極
的
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
事
業
は

ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
事
業
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
す
か
。

健
康
保
険
課
長　
村
で
生
ま
れ
た
子
ど
も
た
ち

に
、
木
製
の
お
も
ち
ゃ
な
ど
を
贈
り
、「
木も
く
育い
く
」

の
観
点
か
ら
親
子
の
ふ
れ
あ
い
や
発
達
を
支
援

す
る
新
事
業
で
す
。
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用

し
、
全
額
を
ま
か
な
い
ま
す
。

第
７
次
総
合
計
画
は

第
７
次
総
合
計
画
策
定
費
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
で
す
か
。

企
画
財
政
課
長　
令
和
７
年
度
は
第
６
次
総
合

計
画
の
最
終
年
度
に
あ
た
る
た
め
、
次
期
計
画

の
策
定
に
向
け
た
委
託
料
６
６
０
万
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。
村
の
将
来
像
や
施
策
の
方
向
性

を
定
め
る
重
要
な
計
画
で
す
。

ミ
ニ
新
幹
線
は

ふ
る
さ
と
公
園
の
ミ
ニ
新
幹
線
は
な
ぜ
更
新
さ

れ
る
の
で
す
か
。

産
業
振
興
課
長　
開
園
当
初
か
ら
使
用
し
て
お

り
老
朽
化
し
て
い
ま
す
。
特
定
防
衛
施
設
周
辺

整
備
調
整
交
付
金
を
活
用
し
て
更
新
し
、
子
ど

も
た
ち
に
引
き
続
き
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

整
備
し
ま
す
。

必要性や効果を
予算審査特別委員会 令和７年度一般会計予算

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
制
度
は

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
制
度
と
は
何
で
す
か
。

学
校
教
育
課
長　
弁
護
士
に
よ
る
法
的
な
助
言

や
教
職
員
研
修
な
ど
を
通
じ
て
、
子
ど
も
の
権

利
を
守
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
も
の
で
す
。

創
造
の
森
の
整
備
は

創
造
の
森
の
整
備
が
強
化
さ
れ
る
と
聞
き
ま
し

た
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
で
す
か
。

産
業
振
興
課
長　
樹
木
の
伐
採
や
水
道
の
漏
水

工
事
を
行
い
、
関
東
平
野
を
望
め
る
景
観
整
備

を
進
め
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
キ
ャ
ン
プ
場
使
用

料
の
見
直
し
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
増
収
分
も
、

維
持
管
理
に
充
て
る
予
定
で
す
。

図
書
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

図
書
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
は
ど
の
よ
う
に
進
ん

で
い
ま
す
か
。

生
涯
学
習
課
長　
村
内
の
図
書
館
と
学
校
図
書

室
の
蔵
書
は
登
録
済
み
で
、
令
和
７
年
度
は
貸

出
シ
ス
テ
ム
の
本
格
稼
働
に
向
け
た
整
備
を
行

い
ま
す
。
今
後
は
各
施
設
の
蔵
書
の
相
互
利
用

や
返
却
に
も
対
応
予
定
で
す
。

問問問 答答答

問問問 答答答

Ｍ
・
Ｓ
さ
ん

シ
ス
テ
ム
整
備
で
本
が
借
り
や
す
く

な
り
ま
し
た
。
南
コ
ミ
１
階
の
図
書

ス
ペ
ー
ス
は
、
階
段
を
登
ら
ず
に
土

足
で
気
軽
に
立
ち
寄
れ
て
、
読
み
聞

か
せ
も
で
き
て
嬉
し
い
で
す
。

Ｔ
・
Ｎ
さ
ん

（茨
城
県
筑
西
市
）

安
く
て
温
泉
も
近
い
で
す
が
、
人
気
が
あ
っ
て
予
約

は
取
り
づ
ら
い
で
す
。

Ｉ
さ
ん

夫
妻
（さ
い
た
ま
市
浦
和
区
）

草
刈
り
や
清
掃
が
行
き
届
き
、
眺
め
も
最
高
で
す
。
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　令和７年度の予算執行及び村政運営について、特に下記の点について十分な配慮を賜り
ますよう、強く要望いたします。

一、しんタクの実証試験の結果を踏まえ、持続可能な地域公共交通の確保に向けた対策を
講じて、村内の交通弱者への支援として、移動手段の確保を進めること。

一、防災倉庫の備蓄品を適切に管理し、防災訓練をより実践的な内容とすること等により、
防災対策の充実を図ること。

一、公共施設の統廃合、機能移転に伴う管理体制の適正化を図ること。

一、地域おこし協力隊の多様な施策への活用を検討し、また、任期満了後の定住支援の強
化や交付税返還リスクの回避を図ること。

一、縁結び応援イベントの拡大と充実を図ること。

一、保育料や給食費の無償化の財源確保策を検討し、長期運営計画を策定すること。

一、ウッドスタート事業では出来るだけ村内産・県内産木材を活用すること。

一、除却・リフォーム補助の制度をより利用しやすいものへ改善し、件数を増やすための
対応策を検討すること。

一、図書館機能の充実と貸出・返却拠点の拡充について、今後の利便性向上を考慮し、段
階的に整備を進めること。また、図書管理のデジタル化を円滑に行うため、システム
更新や必要な備品の確保を適切に行うこと。

一、金利上昇の影響を考慮し、借入金の管理や財政調整基金などの今後の財政計画を慎重
に行うこと。

一、公式ＬＩＮＥの運用強化や電子申請手続きの充実を行い、住民の利便性を向上させる
こと。

要望書ってなに？
　要望書は、 議会が村民の声を集約し、 行政に政策の改善や重点化を

促すための重要な手段です。

　行政とともに村づくりを進めるため、 議会の意思を正式に伝える役割

を果たします。

村へ要望事項を提出
予算審査特別委員会より
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清
水
秀
夫
氏
の
任
期
が
本
年
６
月
30
日
で
満
了
と
な
る
た

め
、
新
た
に
７
月
１
日
か
ら
３
年
間
の
任
期
と
な
る
委
員
の

再
任
が
提
出
さ
れ
、
同
意
し
ま
し
た
。 清

し
水
みず

　秀
ひで

夫
お

 氏
（長岡）

令和７年７月１日から
令和10年６月30日まで

任期

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

《
全
員
賛
成
で
同
意
》

第１回定例会

議会運営委員会

人事
案件

　
人
権
擁
護
委
員
と
は

人
権
擁
護
委
員
と
は
…
地
域
の
皆
さ
ん
の
人
権
相
談
を
受
け

て
、
解
決
の
お
手
伝
い
や
法
務
局
と
連
携
し
て
人
権
侵
害
か

ら
被
害
者
を
救
済
す
る
な
ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
人
権
へ
の

関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
無
報
酬
で
活
動
す
る
民
間

の
方
々
で
す
。
村
で
は
４
人
の
人
権
擁
護
委
員
の
方
々
が
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

  

人
権
擁
護
委
員
に

�

清
水
氏
を
推
薦

陳情
陳情者 件名又は要旨 付託委員会 審査結果

群馬県
医療労働組合連合会
中央執行委員長
　出浦　匠人 氏

ケア労働者の賃上げと大幅増員、 医療・
介護施設への支援拡充を求める陳情書

文 教 厚 生
常任委員会

採　　　択
賛成多数

　文教厚生常任委員会から提出された意見書が賛成多数で可決され、国の関係機関あてに提
出することが決まりました。発委

発委

　コロナ禍で経験した『医療崩壊』『介護崩壊』を、人員不足が原因で繰り返すことがないよう、また、
自然災害対応や新たな感染症に備えるためにも、平常時から必要な人員体制の確保が必要であり、そのた
めの賃上げが必要です。
　ケア労働者の賃上げと大幅増員、医療・介護施設への支援拡充のために以下を要請し、実施を強く求め
るものです。

記
１、医療や介護現場で働くすべてのケア労働者の賃上げと医師・看護師・介護職員などの配置基準を抜本
的に見直し、大幅増員すること。また、人員確保のために必要な追加支援策を実行し、支援すること。

２、すべての医療機関と介護事業所等を対象に、物価高騰や人件費増を補えるだけの診療報酬・介護報酬・
障害福祉サービス等報酬を抜本的に引き上げる臨時改定を実施すること。

意見書（要約）

榛
東
村
議
会
会
議
規

則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則
の
制
定

　
　
　
　
　
　

　
榛
東
村
議
会
会
議
規
則
第
52

条
の
規
定
を
準
用
し
て
、
質
問

の
回
数
の
上
限
に
質
疑
の
回
数

の
上
限
を
準
用
す
る
規
定
を
廃

止
し
、
新
た
に
質
問
回
数
の
上

限
を
定
め
る
も
の
。

提
案
理
由

一部改正の内容

　質問は、同一議員につき、同一の質問事項につ
いて３回を超えることができない。ただし、特に
議長の許可を得たときはこの限りではない。

➡
　 質問は、 同一議員につき、 同一の質問事項につ

いて５回を超えることができない。 ただし、 特に

議長の許可を得たときはこの限りではない。

➡

令和７年　第１回定例会
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企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と
は

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と
は
…
国
が
認
定
し
た
地
方
公
共
団
体
の

地
方
創
生
事
業
に
対
し
企
業
が
寄
付
を
行
っ
た
場
合
に
、
最
大
で

寄
付
額
の
９
割
が
軽
減
さ
れ
る
仕
組
み
で
、
令
和
９
年
度
ま
で
続

き
ま
す
。

条例
改正

《
賛
成
多
数
で
可
決
》

榛
東
村
課
設
置
条
例
の
一
部
を

�

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

討
論

�

早
坂
議
員

さ
ま
ざ
ま
な

�

問
題
が
生
じ
る

　
総
務
課
と
企
画
財
政
課

が
合
併
す
る
と
大
所
帯
に

な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
生
じ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
、
反
対
し
ま
す
。

�

波
多
野 

議
員

連
携
強
化
と

�

業
務
の
効
率
化

　

統
合
に
よ
り
連
携
の
強

化
や
業
務
の
効
率
化
な
ど

の
メ
リ
ッ
ト
が
十
分
あ
り
、

課
長
や
職
員
の
業
務
負
担

の
軽
減
も
図
ら
れ
る
と
説

明
を
受
け
た
の
で
、
賛
成

し
ま
す
。

反
対

賛
成

税
務
課
・
会
計
課　
　

総
務
課
・
企
画
財
政
課

現
行

➡➡

税
務
会
計
課

総
務
企
画
課

改
正
後

条例
制定

指定管理者
の指定

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

榛
東
村
企
業
版

�

ふ
る
さ
と
納
税
基
金
条
例
の
制
定

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

ふ
れ
あ
い
館

�

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

　
地
域
再
生
法
（
平
成
17
年
法
律
第
24
号
）
第
５
条
第
４
項
第
２

号
に
規
定
す
る
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
寄
付
活
用
事
業
に

要
す
る
経
費
の
財
源
に
充
て
る
た
め
、
榛
東
村

企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
基
金
を
設
置
す
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　

　
総
務
課
と
企
画
財
政
課
を
統
合
し
総
務
企
画
課
、
ま
た
、
税
務

課
と
会
計
課
を
統
合
し
税
務
会
計
課
を
創
設
す
る
も
の
。

　
　
　
　
　
　

　
指
定
管
理
者
の
公
募
に
対
し
て
申
請
が
な
か
っ
た
た
め
、
榛
東

村
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
の
手
続
き
等
に
関
す
る

条
例
第
５
条
第
１
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
管
理
者
の
候
補
の

選
定
の
特
例
に
よ
り
候
補
者
を
選
定
す
る
も
の
。

提
案
理
由

提
案
理
由

提
案
理
由

しんとう温泉ふれあい館

まち・ひと・しご
と創成推進計画
（企業版ふるさと
納税）について

返礼品って

もらえるの？

個人版とは違い、返礼品や謝礼品
を受け取ることはできません。寄
付を行う代償として経済的な利益
を受けることが禁止されています。

企業にとっての

メリットは？

企業としてのＰＲ効果や地方公
共団体との新たなパートナー
シップの構築、地域資源を活か
した新事業展開などです。
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訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

令和７年　第１回定例会

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

　
　
　
　
　
　

　
現
判
決
を
取
り
消
す
こ
と
や
、
被
控
訴
人
の
請
求
を
棄
却
す
る

こ
と
。
ま
た
、
訴
訟
費
用
は
被
控
訴
人
の
負
担
と
す
る
も
の
。

提
案
理
由

補正
予算

令
和
６
年
度

一
般
会
計�

�

（
第
８
号
）

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
購
入
費
な
ど

�

（
一
般
用
５
台
、
車
い
す
用
１
台
）

1億1549万8千円
減 額

　
歳
入
に
お
い
て
は
、
収
入
額
の
確
定
ま
た
は
確
定
見
込
み
に
伴

う
増
減
、
歳
出
に
お
い
て
は
事
業
費
の
確
定
ま
た
は
確
定
見
込
み

に
伴
う
増
減
が
主
な
も
の
と
し
て
補
正
予
算
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。マンホールトイレ

議案
固
定
資
産
税
評
価
額
取
消
請
求
控
訴
事
件

補正
予算

令
和
６
年
度

一
般
会
計

�

（
第
９
号
）

訴
訟
委
任
に
伴
う
報
奨
金
及
び
実
費
の
額

24万円
増 額

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

主な予算内容　※万円未満切り捨て

歳　　　入

歳　　　入

歳　　　出

歳　　　出

村税の増額� ８４０万円

子どものための教育 ・保育給付費国庫補助金

� ２８６３万円

子どものための教育 ・保育給付費県費負担金

� １１６０万円

財政調整基金繰入金� △２億６１３３万円

財政調整基金繰入金

� ２４万円

固定資産評価審査委員会費

� ２４万円

住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金事業

� △６６５万円

障害者総合支援費� ７３１万円

児童保育費� ５４０７万円

災害対策費� １３１万円
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●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

�

〈全
員
賛
成
〉

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

�

〈全
員
賛
成
〉

●
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

�

〈全
員
賛
成
〉

●
学
校
給
食
事
業
特
別
会
計
予
算

�

〈全
員
賛
成
〉

●
上
水
道
事
業
会
計
予
算

�

〈全
員
賛
成
〉

●
下
水
道
事
業
会
計
予
算

�

〈全
員
賛
成
〉

●
太
陽
光
発
電
事
業
特
別
会
計
予
算

�

〈全
員
賛
成
〉

付
託
さ
れ
た
議
案

付
託
さ
れ
た
議
案

医
療
費
増
の
要
因
は

当
初
予
算
が
増
え
て

い
る
の
は
後
期
高
齢

者
の
増
加
が
理
由
で
す
か
。

健
康
保
険
課
長

主
な
理
由
は
被
保
険

者
の
増
加
で
、
団
塊
世
代
の
高

齢
化
に
よ
り
医
療
費
も
伸
び
て

い
る
た
め
で
す
。

物
価
高
騰
の
影
響
は

物
価
高
で
も
１
人
当

た
り
の
給
食
費
は
変

わ
ら
な
い
の
で
す
か
。

学
校
教
育
課
長

物
価
高
騰
は
反
映
し

て
い
ま
せ
ん
。
今
後
必
要
に
応

じ
て
、
工
夫
や
対
応
を
検
討
し

ま
す
。

榛
東
村
創
造
の
森　
料
金
改
定

　
榛
東
村
創
造
の
森
の
使
用
料
に
つ
い
て
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
、
令
和
７
年
４
月
１

日
か
ら
施
行
す
る
も
の
。�

提
案
理
由

値
上
げ
分
の
サ
ー
ビ
ス
は

値
上
げ
を
し
た
分
の
サ
ー
ビ
ス

は
考
え
ま
し
た
か
。

産
業
振
興
課
長　
今
回
の
料
金

改
定
の
目
的
は
、
創
造
の
森

キ
ャ
ン
プ
場
の
現
状
を
維
持
し

て
い
く
た
め
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
を
整
え
て
、
も
う
少

し
料
金
を
上
げ
る
こ
と
は
考
え

ま
し
た
か
。

産
業
振
興
課
長　
今
回
使
用
料

を
上
げ
た
こ
と
に
よ
る
お
客
様

の
利
用
状
況
を
み
て
、
現
状
維

持
し
な
が
ら
、
老
朽
化
し
て
き

て
い
る
施
設
設
備
の
改
修
、
景

観
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

逆
に
値
下
げ
し
、
稼
働
率
を
上

げ
る
こ
と
は
考
え
な
か
っ
た
の

で
す
か
。

産
業
振
興
課
長

値
下
げ
と
い
う
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
。
維
持
管
理
を
す
る
た
め

に
、
７
０
０
万
円
近
く
財
源
を

使
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
料
金

を
５
倍
以
上
に
上
げ
な
け
れ
ば
、

今
の
赤
字
は
解
消
さ
れ
ま
せ
ん
。

問問 答答

問答

改定内容

区
分

旧
料
金　
　
　
　
　
　

新
料
金

村
内
大
人　
　

２
０
０
円　
⇨　
３
０
０
円

村
内
小
中
学
生

１
０
０
円　
⇨　
１
５
０
円

村
外
大
人　
　

４
０
０
円　
⇨　
６
０
０
円

村
外
小
中
学
生

２
０
０
円　
⇨　
３
０
０
円

特別会計予算を各常任委員会へ付託

後
期
高
齢
者
医
療

学
校
給
食
事
業

問問 答答

令和
７年度

総
務
産
業
建
設

常
任
委
員
会

文

教

厚

生

常
任
委
員
会

予算の効果的な執行を

しんとうちゃんの

特別会計とは？

　特定の目的のために使うお

金 （収入と支出） を一般会計

とは別に分けて管理する会計

のことです。

ミニ用語解説

日本味巡り（高知県）の給食

条例
改正

令和７年　第１回・第２回臨時会

《
賛
成
多
数
で
可
決
》

3/113/12
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榛
東
村
ふ
れ
あ
い
館　
料
金
改
定

議
会
報
酬
及
び
榛
東
村
職
員
給
与
の
改
定

請
負
変
更
契
約
の
締
結

７
８
４
万
３
千
円
増

　
27
年
間
改
定
を
行
わ
な
か
っ
た
利
用
料
を
現
在
の
社
会
情
勢
の

変
化
、
諸
物
価
高
騰
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
単
価
の
高
止
ま
り
、
近
隣
施

設
の
料
金
改
定
状
況
、
財
政
負
担
の
軽
減
及
び
適
正
な
受
益
者
負

担
等
を
総
合
的
に
考
慮
し
、早
急
に
利
用
料
の
改
定
を
す
る
も
の
。

　
議
会
議
員
の
議
会
報
酬
及
び
常
勤
の
特
別
職
職
員
、
一
般
職
職

員
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
（
暫
定
再
任
用
）
職
員
、
会
計

年
度
任
用
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
時
間
区
分
を
な
く
し
、
１
日
大
人
５
０
０
円
、
子
ど
も
３
０
０

円
、
障
害
者
等
３
０
０
円
に
改
定
。

・
令
和
６
年
度
の
期
末
手
当
支
給
割
合
を
0.1
月
引
き
上
げ
、
令
和

６
年
４
月
か
ら
適
用
す
る
も
の
。

・
令
和
７
年
度
の
６
月
期
分
、
12
月
期
分
の
支
給
割
合
を
同
じ
く

し
、
合
わ
せ
て
4.6
月
分
と
す
る
も
の
。

※
こ
れ
に
よ
り
、
令
和
６
年
度
と
令
和
７
年
度
の
年
間
支
給
割
合

は
同
じ
と
な
り
ま
す
。

・
テ
ラ
ス
の
手
す
り
を
中
止
し
、

減
額
。

・
壁
点
検
口
の
数
量
等
を
変
更

し
、
増
額
。

・
安
全
の
た
め
、
外
部
機
械
置
場

の
フ
ェ
ン
ス
下
に
侵
入
防
止
柵
を

追
加
し
、
増
額
。

・
図
面
精
査
及
び
数
量
精
査
に
よ

る
変
更
の
増
減
。

提
案
理
由

改
定
内
容

改
定
内
容

一
度
減
っ
た
利
用
者
数
を
増
や
す
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
を

考
え
て
い
る
か
を
含
め
、
今
後
の
ふ
れ
あ
い
館
の
あ
り

方
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

村
長　
年
間
約
６
０
０
０
万
円
と
増
え
続
け
る
財
政
負

担
が
あ
り
、
今
後
継
続
し
て
い
く
た
め
に
見
直
す
時
期

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
ポ
ン
プ
等
も
老
朽
化
し
、
現
状

維
持
や
修
繕
の
費
用
も
多
く
か
か
る
状
況
で
あ
る
た

め
、
今
後
は
入
館
者
数
な
ど
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
施

設
の
集
約
化
や
統
合
も
視
野
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問

討
論

�

三
俣 

議
員

一
度
に

�

値
上
げ
は
負
担

　
段
階
的
で
な
く
、一
度
に

値
上
げ
す
る
の
は
利
用
者

の
か
な
り
の
負
担
と
な
り

ま
す
の
で
、反
対
し
ま
す
。

�

波
多
野 

議
員

明
確
な
サ
ー
ビ
ス
の

�

提
示
を

　
福
祉
向
上
と
健
康
増
進

が
目
的
の
施
設
に
お
い

て
、
明
確
な
新
し
い
サ
ー

ビ
ス
の
提
示
が
な
さ
れ
な

い
ま
ま
の
値
上
げ
に
は
、

反
対
し
ま
す
。

�

善
養
寺 

議
員

一
日
滞
在
で
き
る

　
時
間
の
区
分
を
な
く
し
、

ふ
れ
あ
い
館
を
ゆ
っ
く
り
一

日
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
賛
成

し
ま
す
。

�

須
田 

議
員

減
免
サ
ー
ビ
ス
あ
り

　

議
員
の
要
望
を
汲
ん

で
、
村
民
の
福
祉
向
上
を

一
番
に
考
え
、
負
担
が
増

え
な
い
よ
う
回
数
券
等
の

減
免
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
と

わ
か
っ
た
の
で
、
賛
成
し

ま
す
。

反
対

反
対

広報しんとう
３月号Ｐ２へ

４月号Ｐ７・８へ

議
会
の
要
望
が

叶
い
、
回
数
券

の
販
売
が
決
定

し
ま
し
た
。

賛
成

賛
成

改修し、28個稼働した
シャワー設備

契約
変更

答

《
賛
成
多
数
で
可
決
》

《
全
て
全
員
賛
成
で
可
決
》

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

工 事 の 名 称
令和５年度
（債）榛東村防災中枢機能施設整備事業建築工事

請 負 金 額
変更前（一次変更後）
23億7059万９千円 ➡ 二次変更後

23億7844万２千円

契約の相手方
群馬県前橋市元総社町一丁目１番地７
佐田建設株式会社　代表取締役社長 土屋三幸

※当初の請負契約金額は、23億8700万円

契
約
変
更
の
概
要

　

榛
東
村
防
災
中
枢
機
能
施
設
整

備
事
業 

建
築
工
事
請
負
変
更
契

約
の
締
結
に
つ
い
て�
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全員賛成の議案

第１回

臨時会

議案第 １ 号 議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議案第 ２ 号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議案第 ３ 号 榛東村職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議案第 ４ 号 榛東村会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議案第 ７ 号 榛東村学童保育所の指定管理者の指定について

議案第 ８ 号 令和６年度榛東村一般会計補正予算（第７号）

議案第 ９ 号 令和６年度榛東村介護保険特別会計補正予算（第３号）

議案第10号 令和６年度榛東村上水道事業会計補正予算（第４号）

議案第11号 令和６年度榛東村下水道事業会計補正予算（第４号）

議案第12号 榛東村防災中枢機能施設整備事業　建築工事請負変更契約の締結について

議案第13号 榛東村防災中枢機能施設整備事業　電気設備工事請負変更契約の締結について

議案第14号 榛東村防災中枢機能施設整備事業　機械設備工事請負変更契約の締結について

議案第15号 財産の取得について（榛東村防災中枢機能施設整備事業　備品購入業務）

議案第16号 財産の取得について（榛東村防災中枢機能施設整備事業　給食備品購入業務）

第2回

臨時会
議案第48号 榛東村防災中枢機能施設整備事業　建築工事請負変更契約の締結について

第１回

定例会
議案第18号 榛東村監査委員条例の一部を改正する条例の制定について

※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します

賛否の分かれた議案等

議席番号 2 3 4 5 6 7 8 9 101112

議員名

吉
澤　

浩
一

浅
見　
　

隆

齊
藤　

将
史

須
田　

仁
美

三
俣　
　

実

波
多
野
佐
和
子

小
板
橋　

尚

生
方　

勇
二

善
養
寺　

孝

清
水　

健
一

早
坂　
　

通

第１回

臨時会

議案第 ５ 号
榛東村ふれあい館の設置及び管理に関する条例の一部を改
正する条例の制定について 可　決 〇 〇 ● 〇 ● ● 〇 － 〇 〇 〇

議案第 ６ 号
榛東村創造の森の設置及び管理に関する条例の一部を改正
する条例の制定について 可　決 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇

第１回

定例会

議案第17号 榛東村課設置条例の一部を改正する条例の制定について 可　決 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 ●

議案第30号 村道の路線の認定について 可　決 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇

議案第39号 令和７年度榛東村一般会計予算 可　決 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇

発委第 ５ 号
ケア労働者の賃上げと大幅増員、医療・介護施設への支援
拡充を求める意見書の提出について 可　決 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇

　　　　　 齊藤将史議員の処分を求める動議 可　決

（戒告）
〇 〇 除 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇

議案等の審議結果
〇 ● 欠 退 除 －

… … … … … …

賛

成

反

対

欠

席

退

席

除

斥

議

長
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第１回
定例会

議案第19号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議案第20号 榛東村職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について

議案第21号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について

議案第22号
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の改正に伴う関係条例の整
理に関する条例の制定について

議案第23号 榛東村企業版ふるさと納税基金条例の制定について

議案第24号
榛東村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

議案第25号 榛東村国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について

議案第26号 榛東村小口資金融資促進条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例の制定について

議案第27号 榛東村上水道給水条例の一部を改正する条例の制定について

議案第28号
榛東村学校給食センターの設置及び管理に関する条例及び榛東村防災行政無線施設の設置及び管理に
関する条例の一部を改正する条例の制定について

議案第29号 榛東村ふれあい館の指定管理者の指定について

議案第31号 令和６年度榛東村一般会計補正予算（第８号）

議案第32号 令和６年度榛東村国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

議案第33号 令和６年度榛東村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

議案第34号 令和６年度榛東村介護保険特別会計補正予算（第４号）

議案第35号 令和６年度榛東村学校給食事業特別会計補正予算（第３号）

議案第36号 令和６年度榛東村太陽光発電事業特別会計補正予算（第３号）

議案第37号 令和６年度榛東村上水道事業会計補正予算（５号）

議案第38号 令和６年度榛東村下水道事業会計補正予算（５号）

議案第40号 令和７年度榛東村国民健康保険特別会計予算

議案第41号 令和７年度榛東村後期高齢者医療特別会計予算

議案第42号 令和７年度榛東村介護保険特別会計予算

議案第43号 令和７年度榛東村学校給食事業特別会計予算

議案第44号 令和７年度榛東村太陽光発電事業特別会計予算

議案第45号 令和７年度榛東村上水道事業会計予算

議案第46号 令和７年度榛東村下水道事業会計予算

議案第47号 人権擁護委員の候補者の推薦について

議案第49号 訴えの提起について

議案第50号 令和６年度榛東村一般会計補正予算（第９号）

発委第 １ 号 榛東村議会の個人番号の保護に関する条例の一部を改正する条例の制定について

発委第 ２ 号 榛東村議会傍聴規則の一部を改正する規則の制定について

発委第 ３ 号 令和７年度榛東村一般会計予算の執行に関する要望書の提出について

発委第 ４ 号 榛東村議会会議規則の一部を改正する規則の制定について
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村政を聞くべぇ
５人が一般質問

　定例会において議員が行政全般にわたり村長などの執行機関に対し、事務の執行状況や将来に対する方針など
について質問し、報告・説明を求めることをいいます。なお、効率的かつ充実した議会運営を行うため、あらかじ
め通告することになっています。

一 般 質 問 と は

３月３日　開会初日

齊藤   将史 議員
１  公共施設の保守点検は
２  情報の権限管理は
３  外国人居住者の処遇は

P16
早坂     通 議員
１  絵本棚の設置を
２  村を活性化するために

P19

浅見     隆 議員
１  有機フッ素化合物 （ＰＦＡＳ） の環境汚染は
２  令和７年度税制改正大綱は

P17

須田   仁美 議員
１  水道管更新に補助金は
２  寄付活用事業実施状況の透明化は
３  「誰ひとり取り残さない」 ＤＸ推進は
４  北幼稚園駐車場の改善は

P18
波多野佐和子 議員
１  新しい公民館の開館は
２  歴史資料館や伝統芸能の保存継承は
３  住みやすい村づくりを

P15

上記のＱＲコードを読み取ると
「一般質問通告一覧表」 のペー
ジが開きます

紙面の都合により、質問の内容を要約してあります。
詳細は、榛東村議会のホームページに掲載します。 榛東村議会

クリック
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太
平
洋
戦
争
後

の
暮
ら
し
や
歴

史
的
価
値
の
あ
る
民
具

な
ど
を
展
示
し
た
歴
史

資
料
館
の
設
置
の
計
画

は
あ
り
ま
す
か
。

生
涯
学
習
課
長

資
料
の
保
管
や

管
理
に
係
る
ス
ペ
ー
ス

の
問
題
、
施
設
の
維
持

管
理
、
財
政
的
な
理
由

か
ら
そ
の
よ
う
な
計
画

は
あ
り
ま
せ
ん
。

獅
子
舞
や
太
々

神
楽
を
保
存
継

承
す
る
た
め
、
学
校
で

の
授
業
の
一
環
と
し
て

伝
統
芸
能
の
鑑
賞
や
体

験
を
取
り
入
れ
て
は
ど

う
で
す
か
。

学
校
教
育
課
長

学
校
に
お
き
ま

し
て
も
、
地
域
や
地
域

に
残
る
伝
統
芸
能
は
貴

重
な
教
育
資
源
だ
と
捉

え
て
い
ま
す
。
有
形
無

形
の
文
化
財
を
題
材
と

し
た
探
究
的
な
学
習
が

現
在
も
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
。
７
年
度
の
教
育

課
程
編
成
に
向
け
、
地

域
の
文
化
財
や
地
域
人

材
の
活
用
に
つ
い
て
指

示
し
て
い
ま
す
。

め
て
い
き
ま
す
か
。

生
涯
学
習
課
長

中
央
公
民
館
を

は
じ
め
、
南
部
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
隣
保

館
、
耳
飾
り
館
な
ど
の

施
設
を
利
用
し
て
サ
ー

ク
ル
活
動
な
ど
を
実
施

し
て
い
る
団
体
の
代
表

者
に
新
し
い
公
民
館
の

説
明
会
を
実
施
し
、
調

整
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
給
食
セ

ン
タ
ー
の
公
開

と
し
て
、
村
民
に
向
け

た
給
食
の
試
食
の
計
画

は
あ
り
ま
す
か
。

学
校
教
育
課
長

９
月
に
新
し
い

給
食
セ
ン
タ
ー
で
の
給

食
提
供
が
開
始
さ
れ
ま

す
。
新
し
い
給
食
セ
ン

タ
ー
で
一
定
期
間
、
お

お
む
ね
順
調
な
調
理
、

配
送
が
で
き
る
こ
と
を

確
認
し
た
上
で
、
村
民

の
皆
さ
ま
は
じ
め
外
部

の
方
へ
の
試
食
提
供
に

つ
い
て
研
究
し
ま
す
。

歩
道
の
亀
裂
や

段
差
は
転
倒
な

ど
の
リ
ス
ク
が
あ
り
非

常
に
危
険
で
す
。
そ
の

よ
う
な
危
険
箇
所
の
確

認
は
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
ま
す
か
。

建
設
課
長

日
頃
の
職
員
巡

回
、
連
携
協
定
の
締
結

企
業
や
村
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
に
よ
る
情
報
提
供
で

場
所
を
確
認
し
、
対
応

し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問

波
は

多
た

野
の

佐
さ

和
わ

子
こ

議 員

新しい公民館のテーマは
集いとにぎわいの拠点

歴
史
資
料
館
や

�

伝
統
芸
能
の
保
存
継
承
は

住
み
や
す
い
村
づ
く
り
を

問問問問問問

新
し
い
公
民
館
の
開
館
は

施
設
の
運
営
や

利
用
促
進
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
な
展
望

や
計
画
が
あ
り
ま
す
か
。

生
涯
学
習
課
長

公
民
館
活
動
と

し
て
の
利
用
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
自
主
学
習

を
行
う
場
所
、
子
育
て

家
族
が
触
れ
合
う
場
所

な
ど
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら

高
齢
者
ま
で
村
民
が
利

用
し
や
す
く
、
集
え
る

施
設
で
あ
り
、
村
民
に

愛
さ
れ
る
施
設
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
備
品
の
整
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

村
民
の
期
待
が

大
き
い
開
館
の

時
期
や
式
典
の
計
画
は

ど
う
で
す
か
。

生
涯
学
習
課
長

令
和
７
年
度
秋

頃
の
開
館
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
開

館
を
記
念
し
た
イ
ベ
ン

ト
に
つ
き
ま
し
て
は
新

し
い
公
民
館
の
開
館
に

ふ
さ
わ
し
い
内
容
と
な

る
予
算
の
計
上
を
し
て

い
ま
す
。現

在
、
公
民
館

で
活
動
を
さ
れ

て
い
る
利
用
団
体
と
の

調
整
は
ど
の
よ
う
に
進

問問

問問問問

問問

答答

答答

答答

答答

答答 答答

答答

新
し
い
公
民
館

伝
統
芸
能
の
保
存
継
承

給
食
の
試
食

村民でにぎわう新しい公民館へ
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村
の
外
国
人
居

住
者
の
推
移
は

ど
う
で
す
か
。

住
民
生
活
課
長

令
和
４
年
度
末

で
２
３
２
人
、
令
和
５

年
度
末
で
２
８
２
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

他
の
自
治
体
で

外
国
人
居
住
者

が
問
題

（
治
安
悪
化
や

住
民
ト
ラ
ブ
ル
、
墓
地

問
題
等
）
を
起
こ
し
て

い
ま
す
が
、
村
内
で
問

題
や
ト
ラ
ブ
ル
は
発
生

し
て
い
ま
す
か
。

住
民
生
活
課
長

ト
ラ
ブ
ル
や
問

題
発
生
の
通
報
お
よ
び

連
絡
、
相
談
等
に
つ
い

て
は
、
今
の
と
こ
ろ
役
場

が
把
握
し
て
い
る
案
件
、

事
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。

外
国
人
に
対
す

る
健
康
保
険
、

生
活
保
護
な
ど
の
優
遇

措
置
は
取
ら
れ
て
い
ま

す
か
。

住
民
生
活
課
長

優
遇
措
置
は
一

般
的
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

健
康
保
険
課
長

村
に
住
所
を
有

す
る

被
用
者
保
険
に

加
入
し
て
い
な
い
外
国

人
に
つ
い
て
は
、
例
外

規
定
は
あ
り
ま
す
が
、

基
本
的
に
国
民
健
康
保

険
は
適
用
さ
れ
ま
す
。

村
は
情
報
に
お

け
る
権
限
管
理

を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
ま
す
か
。

企
画
財
政
課
長

役
場
所
有
の
パ

ソ
コ
ン
端
末
の
ア
ク
セ

ス
す
る
情
報
は
、
職
員

ご
と
に
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス

ワ
ー
ド
・
生
体
認
証
等

で
管
理
し
て
お
り
、
事

前
登
録
者
以
外
は
ア
ク

セ
ス
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

情
報
を
持
ち
出

す
と
き
の
管
理

は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
ま
す
か
。

企
画
財
政
課
長

パ
ソ
コ
ン
端
末

等
に
は
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
デ
バ
イ
ス
等
の

管
理
ソ
フ
ト
が
イ
ン
ス

ト
ー
ル
さ
れ
て
お
り
、

外
部
デ
バ
イ
ス
の
使
用

に
よ
る
外
部
へ
の
持
ち

出
し
が
で
き
な
い
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
質
問

情
報
の
権
限
管
理
は

公
共
施
設
の
保
守
点
検
は

学
校
の
日
常
利

用
さ
れ
る
遊
具

や
ト
イ
レ
な
ど
の
設
備

備
品
の
保
守
点
検
は
ど

う
し
て
い
ま
す
か
。

学
校
教
育
課
長

遊
具
に
つ
い
て

は
、
年
１
回
業
者
に
依

頼
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。
ト
イ
レ
に
つ
い
て

は
利
用
者
の
日
常
利
用

の
中
で
不
具
合
が
あ
れ

ば
、
そ
の
都
度
報
告
を

受
け
て
い
ま
す
。

役
場
庁
舎
の
保

守
点
検
は
、
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

総
務
課
長

庁
舎
内
ト
イ
レ

は
、
清
掃
業
者
へ
業
務

委
託
で
点
検
・
確
認
を

し
て
い
ま
す
。
故
障
発

見
時
は
、
総
務
課
に
報

告
が
あ
り
、
早
急
に
業

者
へ
修
理
を
依
頼
し
て

い
ま
す
。

問問

問問

答答

答答

庁舎内のトイレ

保守点検の現状は
業務委託で対応

齊
さい

藤
とう

　将
まさ

史
し

議 員

問問

問問問問

問問

問問

答答

答答

答答答答

答答

答答

公
共
施
設
の
保
守
点
検

外
国
人
の
処
遇

外
国
人
居
住
者
の
処
遇
は

　

被
用
者
保
険
と
は
…

企
業
な
ど
に
雇
用
さ

れ
る
人
が
加
入
す
る

健
康
保
険
な
ど
の
こ

と
で
す
。
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個
人
住
民
税
に

は
ど
の
く
ら
い

影
響
が
あ
り
ま
す
か
。

税
務
課
長

い
わ
ゆ
る
所
得

税
の
「
１
０
３
万
円
の

壁
」
見
直
し
に
連
動
し

て
、
地
方
税
で
あ
る
個

人
住
民
税
に
お
き
ま
し

て
も
給
与
所
得
控
除
の

最
低
保
障
額
が
55
万
円

か
ら
65
万
円
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
引

き
上
げ
に
伴
う
影
響
額

で
す
が
、
令
和
５
年
の

状
況
を
基
に
推
計
す
る

と
、
約
４
２
０
万
円
と

見
込
ん
で
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
末

の
財
政
調
整
基

金
は
、
い
く
ら
で
す
か
。

企
画
財
政
課
長

令
和
６
年
３
月

31
日
現
在
の
財
政
調
整

基
金
残
高
は
、
20
億
９

０
３
６
万
５
４
１
３
円

で
す
。

予
算
ベ
ー
ス
で

の
、
財
政
調
整

基
金
の
内
訳
は
ど
う
で

す
か
。

副
村
長

令
和
７
年
度
末

の
残
高
の
見
込
額
16
億

２
９
３
１
万
９
０
０
０

円
、
前
年
度
の
予
算
資

料
の
令
和
６
年
度
末
の

残
高
の
見
込
額
16
億
３

２
３
０
万
１
０
０
０
円

に
な
っ
て
い
ま
す
。
不

用
額
（
使
わ
な
か
っ
た

予
算
等
）
の
２
分
の
１

を
繰
り
入
れ
た
り
、
地

方
交
付
税
の
増
額
が

あ
っ
た
た
め
、
財
政
予

算
ベ
ー
ス
で
前
年
度
並

み
が
残
せ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

一
般
質
問

浅
あさ

見
み

　隆
たかし

議 員

村の水道水の環境水質は
現時点で影響なし

と
の
関
連
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

水
道
水
が
住
民

生
活
に
与
え
る

影
響
は
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
ま
す
か
。

上
下
水
道
課
長

令
和
２
年
に

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ

の
水
質
管
理
目
標
設
定

項
目
に
位
置
づ
け
、
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ｓ
と
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の

合
算
値
で
50

ナ
ノ

グ
ラ
ム
パ
ー
リ
ッ
ト
ル

以
下
と
す
る
暫
定
目
標

値
を
国
で
定
め
て
い
ま

す
。
令
和
５
年
６
月
21

日
に
下
新
井
揚
水
機
場

か
ら
、
令
和
６
年
８
月

13
日
に
下
新
井
揚
水
機

場
、
令
和
７
年
２
月
10

日
に
長
岡
揚
水
機
場
か

ら
く
み
上
げ
た
原
水
を

採
水
し
検
査
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
、
国
の
暫
定

目
標
値
を
超
え
る
数
値

は
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
住
民
生
活
に
与

え
る
影
響
は
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問問

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
（
Ｐピ
ー
フ
ァ
ス

Ｆ
Ａ
Ｓ
）
の

�

環
境
汚
染
は

有
機
フ
ッ
素
化

合

物

の
環

境

汚
染
に
つ
い
て
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

上
下
水
道
課
長

有
機
フ
ッ
素
化

合
物
の
う
ち
、
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
は
、
１
万
種
類
以
上

の
物
質
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

の
中
で
も
、
Ｐピ
ー
フ
ォ
ス

Ｆ
Ｏ
Ｓ

は
泡
消
火
剤
や
金
属

メ
ッ
キ
処
理
剤
な
ど

に
、
Ｐピ
ー
フ
ォ
ア

Ｆ
Ｏ
Ａ
は
フ
ッ

素
ポ
リ
マ
ー
加
工
剤
、

界
面
活
性
剤
な
ど
に
主

に
使
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
仮
に
環
境
へ
の
排

出
が
継
続
す
る
場
合
に

は
、
分
解
が
遅
い
た
め

地
球
規
模
で
環
境
中
に

さ
ら
に
蓄
積
さ
れ
て
い

き
ま
す
。
環
境
や
食
物

連
鎖
を
通
じ
て
人
の
健

康
や
動
植
物
の
生
息
・

生
育
に
影
響
を
及
ぼ
す

可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
人
の
健
康
へ

の
影
響
、
動
物
実
験
で

は
、
肝
臓
の
機
能
や
仔

動
物
の
体
重
減
少
等
に

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
に
お
い
て
は
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
値
の
上
昇
、

発
が
ん
、
免
疫
系
な
ど

問問答答

答答

安全が確認された村の水道水

水
道
水
の
環
境

村
の
財
政
状
況

令
和
７
年
度
税
制
改
正
大
綱
は

問問問問

問問

答答答答

答答

１１ ナノグラムとはナノグラムとは…１ナノグラムは１グラムの 10億分の１です。たとえば、東京ドームいっぱいに
水を入れたとすると、その中にほんの１滴にも満たないくらいのごくわずかな物質が１ナノグラム
です。
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一
般
質
問

水道料金値上げの予定はあるか
補助金交付で先延ばしの可能性も

須
す

田
だ

　仁
ひと

美
み

議 員

北
幼
稚
園
の
駐

車
場
は
小
型
車

向
け
の
区
画
で
、
車
幅

が
広
い
車
で
は
停
め
づ

ら
い
で
す
。
安
全
に
送

迎
で
き
る
よ
う
、
整
備

の
見
直
し
を
検
討
し
て

は
い
か
が
で
す
か
。

学
校
教
育
課
長

現
在
約
65
台
が

駐
車
可
能
で
す
が
、
区

画
が
小
型
車
基
準
の
た

め
中
・
大
型
の
車
に
は

不
便
が
あ
り
、
行
事
の

と
き
に
支
障
が
出
る
こ

と
も
認
識
し
て
い
ま

す
。
現
在
は
一
方
通

行
で
運
用
し
て
い
ま

す
。
安
全
確
保
の
た
め

の
通
路
と
適
正
な
駐
車

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
で
き

る
よ
う
に
、
整
備
の
時

期
と
方
法
に
つ
い
て
今

後
、
研
究
し
て
み
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
の

改
正
を
踏
ま
え
、
寄
附

活
用
事
業
の
実
施
状
況

の
透
明
化
を
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
き
ま
す
か
。

企
画
財
政
課
長

今
議
会
に
て
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
基

金
の
設
置
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
寄
附
金
は
一

般
会
計
を
通
じ
て
管
理

さ
れ
、
使
途
の
視
覚
化

と
透
明
性
が
図
ら
れ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

老
朽
化
が
進
む

水
道
管
更
新
に

は
約
40
年
、
62
億
円
か

か
る
と
試
算
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
更
新
工
事
の

今
後
の
事
業
計
画
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

上
下
水
道
課
長

令
和
４
年
度

に
更
新
計
画
を
策
定

し
、
５
年
度
か
ら
布
設

替
工
事
を
開
始
し
て
い

ま
す
。
５
年
度
は
ダ
ク

タ
イ
ル
鋳
鉄
管
を
３
５

５・１
メ
ー
ト
ル
施
工
。

６
年
度
も
続
き
の
工
事

を
予
定
し
て
い
ま
し
た

が
、
県
道
工
事
の
影
響

で
予
算
不
足
と
な
り
、

議
会
で
債
務
負
担
と
補

正
予
算
が
認
め
ら
れ
、

続
行
中
で
す
。

村
の
単
独
費
用

で
は
な
く
、
少

し
で
も
国
や
県
の
補
助

金
を
模
索
す
べ
き
と
考

え
ま
す
が
、
い
か
が
で

す
か
。

村
長

令
和
７
〜
13
年

度
の
更
新
に
つ
い
て
、

防
衛
省
の
補
助
事
業
と

し
て
申
請
中
で
す
。
採

択
さ
れ
れ
ば
約
10
・
３

億
円
の
事
業
費
の
う

ち
、
半
額
の
約
５
億
１

北
幼
稚
園
駐
車
場
の
改
善
は

寄
付
活
用
事
業
実
施
状
況
の

�

透
明
化
は

水
道
管
更
新
に
補
助
金
は

「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
」

�

Ｄ
Ｘ
推
進
は

Ｄ
Ｘ
推
進
に
伴

う
デ
ジ
タ
ル
格

差
へ
の
対
応
と
、
こ
れ

ま
で
の
取
組
実
績
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

企
画
財
政
課
長

広
報
紙
や
回
覧

で
の
並
行
発
信
に
よ

り
、
情
報
格
差
は
広

が
っ
て
い
な
い
と
考
え

ま
す
。
令
和
５
年
度
に

３
市
町
村
合
同
で
ス
マ

ホ
講
座
を
、
６
年
度
に

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

向
け
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
講
習

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
後
は
「
い
き
い
き
教

室
」
等
を
通
じ
支
援
を

広
げ
て
い
き
ま
す
。

５
０
０
万
円
が
補
助
さ

れ
ま
す
。
新
北
部
浄
水

場
の
継
続
事
業
と
し
て

の
申
請
で
、
令
和
８
年

度
か
ら
工
事
着
手
予
定

で
す
。
補
助
が
得
ら
れ

れ
ば
水
道
料
金
の
引
き

上
げ
を
先
延
ば
し
で
き

る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

問問答答

工事後の水道管

問問

問問

問問

問問

答答

答答

答答

答答

水
道
管
更
新

デ
ジ
タ
ル
格
差
対
応

北
幼
稚
園
駐
車
場

寄
付
活
用
事
業
の
透
明
化
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村
を
活
性
化
す

る
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
が
必
要
で
す
。

実
現
さ
れ
て
い
る
施
策

と
近
々
実
施
予
定
の

施
策
は
あ
り
ま
す
か
。

住
民
生
活
課
長

少
子
化
対
策
で

す
が
、
第
６
次
総
合
計

画
に
則
り
、
子
育
て
世

代
の
充
実
に
関
し
て
令

和
６
年
度
か
ら
保
育
の

無
償
化
と
と
も
に
学
校

給
食
の
無
償
化
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

学
童
保
育
の
充
実
と
し

て
令
和
６
年
度
南
小
学

校
内
に
新
た
に
学
童
保

育
所
を
開
設
し
、
令
和

７
年
度
北
小
学
校
内
に

学
童
保
育
所
を
開
設
す

る
こ
と
に
よ
り
待
機
児

童
が
ゼ
ロ
に
な
り
ま

す
。
子
育
て
支
援
は
村

の
活
性
化
、
若
者
人
口

の
増
加
促
進
を
は
じ
め

と
し
た
地
域
活
性
化
対

策
の
ひ
と
つ
と
捉
え
進

め
て
い
ま
す
。

建
設
課
長

移
住
促
進
施
策

と
し
て
、
空
き
家
バ
ン

ク
、
空
き
家
リ
フ
ォ
ー

ム
補
助
金
、
空
き
家
除

去
補
助
金
が
あ
り
ま
す
。

産
業
振
興
課
長

群
馬
県
移
住
支

援
事
業
で
す
が
、
東
京

23
区
在
住
者
ま
た
は
東

京
圏
在
住
で
東
京
23
区

へ
の
通
勤
者
で
あ
る
こ

と
な
ど
の
一
定
条
件
を

満
た
し
て
移
住
し
た
人

に
対
し
、
村
か
ら
移
住

支
援
金
と
し
て
１
０
０

万
円
を
支
給
し
て
い
ま

す
。
令
和
５
年
度
に
１

件
あ
り
ま
し
た
。

に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
想
像

を
し
ま
す
。
た
と
え
絵

や
文
字
が
少
な
い
絵
本

で
も
、
壮
大
な
ス
ト
ー

リ
ー
を
頭
の
中
で
描
き

ま
す
。
日
々
、
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
を
行
う
こ

と
で
想
像
し
た
り
考
え

た
り
し
て
脳
の
働
き
が

活
発
に
な
り
、
感
性
が

豊
か
に
成
長
し
ま
す
。

設
置
す
る
絵
本
は
、
何

で
も
い
い
の
で
は
な

く
、
そ
う
い
っ
た
こ
と

に
留
意
し
て
も
ら
え
れ

ば
と
思
い
ま
す
が
、
い

か
が
で
す
か
。

生
涯
学
習
課
長

設
置
す
る
絵
本

に
つ
い
て
は
、
現
在
の

中
央
公
民
館
や
南
幼
稚

園
な
ど
に
収
蔵
し
て
い

た
絵
本
を
有
効
活
用
し

て
い
く
予
定
で
す
。

今
ま
で
の
本
だ

け
使
っ
て
い
く

と
い
う
こ
と
は
な
い
と

思
い
ま
す
。
近
々
、
新

た
に
そ
ろ
え
て
は
い
か

が
で
す
か
。

生
涯
学
習
課
長

新
た
に
絵
本
を

購
入
す
る
時
は
図
書
司

書
な
ど
の
意
見
を
参
考

一
般
質
問

早
はや

坂
さか

　通
とおる

議 員

絵本棚の設置を
プレイルームに設置する

絵
本
棚
の
設
置
を

建
設
中
の
新
し

い
公
民
館
の
プ

レ
イ
ル
ー
ム
も
し
く
は

小
会
議
室
に
、
絵
本
棚

を
設
置
し
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

生
涯
学
習
課
長

新
し
く
建
設
さ

れ
る
公
民
館
に
プ
レ
イ

ル
ー
ム
（
仮
称
）
を
設

置
す
る
計
画
で
す
。
使

用
目
的
と
し
て
は
、
主

に
未
就
学
児
か
ら
児
童

及
び
そ
の
親
た
ち
の
交

流
場
所
を
想
定
し
て
い

ま
す
。
こ
の
プ
レ
イ

ル
ー
ム
へ
の
絵
本
の
設

置
も
計
画
し
て
お
り
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な

ど
の
事
業
に
も
利
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
ま
た
、
小
会
談
室

は
、
少
人
数
に
よ
る
会

議
や
講
座
で
の
利
用
を

想
定
し
て
い
る
の
で
、

こ
ち
ら
に
は
絵
本
を
設

置
す
る
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
。

良
い
絵
本
と
い

う
の
は
、
話
す
・

聞
く
・
表
現
す
る
力

を
伸
ば
す
内
容
と
な
っ

て
い
る
も
の
で
す
。
ま

た
、
子
ど
も
達
は
絵
本

に
含
ま
れ
る
情
報
の
中

問問

問問

問問

答答

答答

建設中の新しい公民館内のプレイルーム

絵
本
棚
の
設
置

村
の
活
性
化

村
を
活
性
化
す
る
た
め
に

問問

答答答答

答答

答答
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より住みやすい村に

この１年、 議会だよりモニター
をさせていただき、 今まで意識
してこなかった村政や村民の暮
らし、 村のお財布状況などを意
識しながら議会だよりを読むよ
うになりました。 今後も議会で
話し合われている内容がもっと
伝わるように工夫され、モニター
の意見も反映されて、 さらに誌
面が充実し、 より住みやすい村
になるといいと思います。

小
山　

智
恵
さ
ん

住民とつながる議会だよりに

一年間モニターとして感じたこ
とは、 会議や傍聴において議員
の方々と直接意見交換ができた
ことはとても貴重な経験でした。
また、 意見 ・ 感想を反映し編集
に対して読者目線を大切にされ
ていることを知りました。 次年
度も幅広い世代がモニターとし
て活動し、 住民とつながる議会
だよりになるよう願っています。

齊
藤　

洋
子
さ
ん

１年間ありがとうございました
モニター第３期

しんとうむら

議会だよりの見方がかわった

２年間、 議会だよりモニターと
して活動させていただきありが
とうございました。 以前は、 村
から配布された 「議会だより」
を何気なく見ていましたが、 モ
ニターになってからは見方が変
わりました。 議員さんが村民の
声を行政に届け、 住み良い村に
なることを目指しているのがひ
しひしと感じられました。

田
村　

寛
子
さ
ん

熱意と工夫でよりよい議会だよりに

２年間モニターをさせていただ
いて感じたことは、 議会だより
を広報委員会の方々が熱意と工
夫でより良いものを作ろうとい
う姿勢を強く感じました。 モニ
ター全員から意見も聞いてもら
い、 貴重な経験ができました。
今後も一村民として議会だより
を楽しみにしています。 最後に
２年間お世話になりました。

石
川　

一
郎
さ
ん

多くのことを知った議会だより

議会だよりモニターを経験させ
ていただきましたが、 村の配布
物として考え、 その内容も気に
せずにいました。モニターとして、
議員の皆さんの努力やご苦労を
知り、 何よりも村政の現状や取
り組みなど、 多くのことを知る
ことができました。 意見や提案
が役に立ったのか分かりません
が、 この経験を生かして、 今後
も協力させていただきます。

西
村　

孝
祥
さ
ん

先入観が吹っ飛んだ議会だより

議会だよりモニターの機会をい
ただき、 今まで一度も議会の傍
聴をしたこともなかった自分が、
何度か傍聴も体験できました。
その上議会だよりに疑問や意見
をずけずけ （？） と言わせても
らうことができて、 ありがとうご
ざいました。 議会だよりなんて
無味乾燥なものという先入観が
吹っ飛びました。 面白かったで
す。 色使いも豊富で、 読みやす
く作ろうという思いが感じられ
ます。 今後も頑張ってください。

小
林　
　

敦
さ
ん
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住民の声を議会だよりに反映‼

福
ふく

島
しま

　美
み

晴
はる

  さん�

佐
さ

藤
とう

　行
ゆき

男
お

  さん�

星
ほし

野
の

　　仁
ひとし

  さん�

西
にし

村
むら

　孝
たか

祥
よし

  さん�

村に住んで８年目になります。 高校生の娘と中学

生の息子を育てています。 息子は生まれつき人

工呼吸器を使用し、 24時間ケアをしています。

子育て支援と福祉サービスを必要とする立場か

ら、 より安心して暮らせる地域となるよう貢献し

たいです。 また、 議会だよりを通して村政を身

近に感じられるよう発信していきたいです。

「榛名山麓の美しい村をよりよくし、 後世に引き

継ぎたい」 それには現在の村がどんな状態なの

か、問題点は何か、その優先課題は何かをスピー

ドを持って検討、 推進できる議会になってほしい

と切に思っています。 議会だよりが村民皆さま

にとって待ち遠しいと思えるものになるよう、 今

までの経験や知識を基に、お手伝いしたいと思っ

ています。

今まで村政には全く興味がなく、 議会だよりも

最後まで目を通すことはありませんでした。今回、

モニターを引き受けて、 過去の議会だよりを村

のサイトから見返したところ、 モニター意見が割

と反映されていたため、 今後、 村民の皆さまに

分かりやすく全ページ見てもらえるような意見を

述べさせていただけたらと思います。

今年度もモニターを続けさせていただくことにな

りました。 議会だよりを手にして、 隅から隅まで

目を通して感想や意見をひねり出しています。 そ

のおかげで、 村政に感心を持てたことや身近な

情報が豊富なことを知りました。 私の経験を生

かして議会だよりを多くの皆さんに知っていただ

けるように役に立てればと思います。

議会をより身近に

議会が活性化しますように！

わかりやすい議会だよりに

身近な議会だより

１年間よろしく
お願いします

新モニター紹介
第４期しんとうむら
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議員の抱負 村民のため
全力で
頑張ります

２回目の春を無事に迎えられ、 また
副議長という大きな仕事を頂戴し、
改めて身が引き締まる思いです。
初心を忘れずに、 村民に寄り添い、
誇れる村を誇れる姿で次世代へつ
ないでいけるよう、 着実に取り組
んでまいります。 どんな小さな声
にも耳を傾け、 一人一人が 「榛東
村に住んでよかった」 と思ってもら
えるように努力いたします。

波
は

多
た

野
の

 佐
さ

和
わ

子
こ

（副議長 ・ ８番）

寄り添う心で未来の村を

この度皆さまのご支援をいただ
き、 村議会議員に当選させていた
だきました。 その職責の重さを痛
感し、 これまで榛東村の皆さまに
大変お世話になり、 事業、 子ども
たち、 孫たちの成長を深く感謝す
る日々です。 この想いを村政に生
かすべく全力で諸問題に取り組む
所存です。 どうぞ宜しくお願いし
ます。

宮
みや

崎
ざき

 法
のり

文
ふみ

（４番）

感謝の想いを村政へ

公民館ほか建設予算の残金 （入札
差金） で、 壊れたままの施設の修
繕などが進みます。 14人の新規
職員の採用は、 村民ニーズに適切
に取り組む課や職員体制に向かい
ます。 村民目線 ・ 基地 ・ 危機管理
を重要と位置付けてきた議会議論
をします。 そして、 自主財源確保
で負担増の少ない村政再建の議論
を目指します。

中
なか

島
じま

 由
ゆ

美
み

子
こ

（９番）

「村政再建」の議論が必要かと

この度、 多くの議員のご推挙を賜
り、 第26代榛東村議長という大
役を授かり、 誠に身に余る光栄に
存じます。 職責の重さを痛感し、
議長として全力を傾け、 公正かつ
円滑な議会運営に取り組んでまい
ります。 議会と行政がそれぞれの
立場で明るい未来に向けて歩むこ
とができる村づくりを目指し、 積
極的に活動してまいります。

善
ぜん

養
よう

寺
じ

  孝
たかし

（議長 ・ 11番）

住みやすい村No.1へ

多くの皆さまのご支援を賜り、 初
当選させていただきました。 その
重責を胸に、 榛東村の今と未来の
ため現場主義を貫きます。 教育環
境の整備、 農業振興、 住民サービ
スの向上、 健康長寿の推進等に尽
力し、 皆さまが住みやすい村づく
りを目指します。 子どもたちが誇
れる村づくりのため、 諸問題に積
極的に取り組んでまいります。

栁
やな

岡
おか

  利
とし

精
あき

（３番）

榛東村の今と未来のために！

多くの皆さまにご支援をいただき
２期目の当選を果たすことができ
ました。 期待に添えるべく、 住民
の皆さまの声が行政に反映される
よう提案や改善に努め、 榛東村の
より一層の発展を目指してまいり
ます。

三
みつ

俣
また

 　実
みのる

（７番）

村民の声を村政に反映
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18 議員の抱負
この度、 皆さまのご支援で当選
させていただきました一倉靖子で
す。 未来の子どもたちが笑顔でい
られる、 高齢の方も不便なく暮ら
せる村づくりを心掛けます。 持ち
前の明るさで村民の方々と笑顔で
接し、皆さまの意見を村政に届け、
また新たな産業を取り入れたいと
思います。 皆さまに感謝の気持ち
を忘れること無く頑張ります。

一
いち

倉
くら

  靖
やす

子
こ

（２番）

選ばれる榛東村へ

地域を歩いて見えた課題や受け止
めた細やかな声を、 議会に届け、
暮らしに直結した政策として形に
していくのが私の役割です。 ４人
の子どもの母として、 日々の経験
を礎に、 若い世代から高齢の方ま
で、 誰もが安心して快適に暮らせ
る村を目指し、 世代や立場をこえ
て、 声と声をつなぐ懸け橋となれ
るよう誠実に努めてまいります。

須
す

田
だ

 仁
ひと

美
み

（６番）

くらしに届ける政策を誠実に

多くの皆さまにご支援をいただ
き、 4期目の当選をさせていただ
きました。 支援していただいた皆
さま、 また村民皆さまの声を村政
に反映し、 暮らしやすい榛東村を
目指し、 今後も、 いろいろな政策
を提案して、 住みやすい榛東村を
実現していくことに努力していき
ます。 清

し

水
みず

 健
けん

一
いち

（12番）

暮らしやすい榛東村へ

村職員として25年間、 村民の皆
さまには大変お世話になりました。
この度、 温かく、 力強いご支援に
より、 村議会へ送り出していただ
き、 深く感謝申し上げます。 「以
和為貴」 の政治理念を大切にしな
がら、 議員、 役場関係者、 村民の
方々とご一緒に、 しっかりと力を
合わせ、 素晴らしい榛東村を築い
ていきたいと考えています。

新
あら

井
い

 佐
さ

智
ち

子
こ

（１番）

和
わ

を以
もっ

て貴
とうと

しと為
な

す

議員として、 ２期目を迎えさせて
いただき、 より一層議員活動に専
念いたします。 村民のお子さまの
成長を見守りつつ、 10年後、 20
年後、 彼等が帰郷した際、 生まれ
育った故郷が、 素晴らしく住み良
い村と実感していただけるよう、
日々努力してまいります。

浅
あさ

見
み

 　隆
たかし

（５番）

自然を生かした村の発展を

この度は前回にも増して支援をい
ただき、 ３度目の当選をさせてい
ただきました。 長年の行政経験と
議長職の経験を生かしつつ、 議員
として、 常に村民の皆さまと村全
体の発展を考え、 さらに自衛隊と
の共存共栄にも努めながら、 引き
続き 「住み良い榛東の村づくり」
に取り組んでまいります。 生

うぶ

方
かた

 勇
ゆう

二
じ

（10番）

皆さまと住み良い榛東の村づくり

第
期
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総務産業建設常任委員会

議会広報常任委員会

議会運営委員会

文教厚生常任委員会

村政一般、 企画、 産業、 土木、 建設及び上下水道等

に関する事務の調査及び議案、 請願 ・ 陳情等の審査

を取り扱う委員会

「議会だより」 の編集、発行に関する事務及び議会ホー

ムページの管理を取り扱う委員会

議会の運営に関する事項、 議会会議規則、 委員会条

例等に関する事項、 議長の諮問に関する事項等を取

り扱う委員会

保健衛生及び社会福祉、 教育等に関する事務の調査

及び議案、 請願 ・陳情等の審査を取り扱う委員会

副委員長副委員長

中島 由美子中島 由美子

須田 仁美須田 仁美
中島 由美子中島 由美子

波多野 佐和子波多野 佐和子 新井 佐智子新井 佐智子

波多野 佐和子波多野 佐和子
宮崎 法文宮崎 法文

宮崎 法文宮崎 法文

善養寺  孝善養寺  孝

波多野 佐和子波多野 佐和子

三俣  実三俣  実

三俣  実三俣  実
清水 健一清水 健一 一倉  靖子一倉  靖子

栁岡  利精栁岡  利精

浅見 隆浅見 隆 生方 勇二生方 勇二

委員長委員長

三俣　 実三俣　 実

委員長委員長

生方 勇二生方 勇二

委員長委員長

浅見 　隆浅見 　隆

委員長委員長

須田 仁美須田 仁美

副委員長副委員長

清水 健一清水 健一

副委員長副委員長

須田 仁美須田 仁美

副委員長副委員長

新井 佐智子新井 佐智子

新たな
�委員会構成が決定 !

議長議長

善養寺  孝善養寺  孝

副議長副議長

波多野 佐和子波多野 佐和子
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専
決
処
分
と
は

専
決
処
分
と
は
…
本
来
は
議
会
が
議
決
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
件
を
、
時
間
的
に
議
会
の
招
集
を

待
て
な
い
緊
急
の
場
合
な
ど
に
、
行
政
運
営
の
遅

れ
や
滞
り
を
防
ぐ
た
め
、
例
外
的
に
、
村
長
が
議

会
の
議
決
に
代
わ
り
意
思
決
定
す
る
こ
と
。

　
マ
イ
ナ
免
許
証
と
は

マ
イ
ナ
免
許
証
と
は
…
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

運
転
免
許
情
報
を
記
録
し
た
も
の
。
従
来
の
運
転

免
許
証
の
代
わ
り
に
、
ま
た
は
併
用
し
て
利
用
で

き
る
。

専決
処分

榛
東
村
税
条
例

の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

榛
東
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

令和７年　第３回臨時会

臨時会
第３回

４月21日
議案
１件
承認
２件

　
「
地
方
税
法
及
び
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
令
和
７
年
３
月

31
日
に
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
準
じ
て
、
村
に
お
い
て

も
令
和
７
年
４
月
１
日
に
施
行
す
る
た
め
、

専
決

処
分
に
よ
り
条
例
改
正
を
行
っ
た
も
の
。

【主
な
改
正
内
容
】

・

マ
イ
ナ
免
許
証
の
運
用
開
始
に
伴
う
、
規
定
の

整
備

・
軽
自
動
車
税
種
別
割
の
標
準
税
率
の
区
分
の
見
直

し
に
伴
う
税
率
の
区
分
の
改
正

　
「
地
方
税
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
」

が
令
和
７
年
３
月
31
日
に
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
準
じ

て
、
村
に
お
い
て
も
令
和
７
年
４
月
１
日
に
施
行
す
る

た
め
、専
決
処
分
に
よ
り
条
例
改
正
を
行
っ
た
も
の
。

　
村
の
財
務
事
務
の
執
行
等
の

行
政
運
営
が
、
公
正
で
効
率
的

に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
監
査
し

ま
す
。

　
渋
川
地
区
広
域
市
町
村
圏
振

興
整
備
組
合
議
会
は
、渋
川
市・

吉
岡
町
・
榛
東
村
で
組
織
さ
れ

て
い
る
一
部
事
務
組
合
の
議
会

で
す
。
渋
川
市
９
人
・
吉
岡
町

３
人
・
榛
東
村
３
人
の
議
員
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
消
防
・
ご
み
処
理
・
し
尿
処

理
等
、
３
市
町
村
で
共
同
処
理

す
る
事
務
に
つ
い
て
、
予
算
等

を
審
議
し
て
い
き
ま
す
。

渋
川
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
組
合
議
会
議
員
３
人
決
定

渋
川
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
組
合
議
会
議
員
３
人
決
定

新
あら

井
い

　佐
さ

智
ち

子
こ

 氏

令和 ７ 年４月21日
から

令和11年４月19日
まで

任期

三俣　 実三俣　 実 善養寺  孝善養寺  孝 波多野 佐和子波多野 佐和子

人事
案件
監
査
委
員
が
決
定

《
全
員
賛
成
で
同
意
》

《
賛
成
多
数
で
承
認
》

《
賛
成
多
数
で
承
認
》

《
全
員
賛
成
で
当
選
》

第
一
種
原
動
機
付
自
転
車
に

「
総
排
気

量
が
50
ｃ
ｃ
を
超
え
１
２
５
ｃ
ｃ
以
下
で

あ
り
、
か
つ
最
高
出
力 

４
・
０
ｋ
ｗ
以

下
の
も
の
」
が
追
加
さ
れ
た
た
め
、
新

区
分
を
設
け
、
税
率
も
現
行
の
第
一
種

原
動
機
付
自
転
車
と
同
じ
２
０
０
０
円

と
す
る
改
正
で
す
。

【国民健康保険税の税額計算について】

内容 現行 改正後

基礎課税額に係る課税限
度額

65万円 66万円

後期高齢者支援金等課税
額に係る課税限度額

24万円 26万円

こ
の
改
正
に
よ
り
影
響
の
出
る
世
帯
が
あ

り
ま
す
か
。

健
康
保
険
課
長　
昨
年
度
の
基
礎
課
税
額

に
係
る
課
税
限
度
額
の
該
当
世
帯
は
12
世

帯
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
に
係

る
課
税
限
度
額
の
該
当
世
帯
は
12
世
帯
で

し
た
。

問答

提
案
理
由

提
案
理
由

裏表紙の審議結果
をご覧ください
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今号の
表紙

　

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
た
編

集
会
議
。
ス
ム
ー
ズ
に
、
そ
し

て
活
発
に
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
の
編
集
で
も
、
「村

民
の
登
場
」
「
読
み
た
く
な
る

誌
面
」
を
念
頭
に
、
よ
り
身
近

で
親
し
み
や
す
い
議
会
だ
よ
り

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

�

（須
田
仁
美
）

編
集
後
記

議
会
広
報
常
任
委
員
会

委
員
長　
須
田　
仁
美

副
委
員
長　
新
井
佐
智
子

委　
員　
波
多
野
佐
和
子

委　
員　
三
俣　
　
実

委　
員　
浅
見　
　
隆

委　
員　
宮
崎　
法
文

発
行
責
任
者

議　
長　
善
養
寺　
孝

〒３７０
-３５９３

 群
馬
県
北
群
馬
郡
榛
東
村
新
井
７９０

-１
TEL.0279-26-2748　

FA
X.0279-54-8225

発
行
／
榛
東
村
議
会

編
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会

印
刷
／
荒
瀬
印
刷
株
式
会
社

し
ん
と
う
む
ら
議
会
だ
よ
り

榛東村議会　ホームページについて榛東村議会　ホームページについて
議会の会期日程や結果について、決定次第議会のホームページに掲載しています。
また、議会のしくみや議会用語などについても説明していますので、ぜひご覧ください。

榛東村議会
クリック

鏡
の
中
の
姿
に
、

照
れ
笑
い

　

榛
東
村
伝
統
芸
能
の
授

業
で
、
３
年
生
が
太
々
神

楽
や
獅
子
舞
を
観
賞
し
、

衣
装
や
お
面
、
太
鼓
、
笛

な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

冠
を
か
ぶ
り
、
少
し
照

れ
な
が
ら
鏡
を
の
ぞ
く
姿

も
。
村
の
伝
統
を
思
う
存

分
肌
で
感
じ
る
貴
重
な
ひ

と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

“議会とつながる”多くのみなさんの声でより良い議会に！
ご意見ご感想をお聞かせください。　E-mail：gikai@vill.shinto.gunma.jpみなさん

件　　　　　　名

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 1112

議員名

新
井
佐
智
子

一
倉　

靖
子

栁
岡　

利
精

宮
崎　

法
文

浅
見　
　

隆

須
田　

仁
美

三
俣　
　

実

波
多
野
佐
和
子

中
島
由
美
子

生
方　

勇
二

善
養
寺　

孝

清
水　

健
一

第３回

臨時会

議案第51号 監査委員の選任について 可　決 除〇〇〇〇〇〇〇〇〇－〇

承認第 １ 号 専決処分について（榛東村税条例の一部を改正す
る条例の制定について） 承　認 〇〇〇●〇〇〇〇〇〇－〇

承認第 ２ 号 専決処分について（榛東村国民健康保険税条例の
一部を改正する条例の制定について） 承　認 〇〇〇●〇〇〇〇〇〇－〇

議案等の審議結果
〇 ● 欠 退 除 －

… … … … … …

賛

成

反

対

欠

席

退

席

除

斥

議

長

皆さまに愛愛読される議会だよりを目指して
～第18期　議会広報常任委員会始動！～

　
議
会
広
報
常
任
委
員
会
で

は
、「
し
ん
と
う
む
ら
議
会

だ
よ
り
」
の
編
集
を
行
っ
て

い
ま
す
。
記
事
の
執
筆
や
写

真
撮
影
は
委
員
が
行
い
ま

す
。
村
民
の
皆
さ
ま
の
目
線

に
立
っ
て
、
よ
り
わ
か
り
や

す
い
言
葉
を
選
び
、
難
し
い

語
句
に
は
注
釈
（

電
球

マ
ー
ク
）
を
付
け
る
な
ど
の

工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
議
会

だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
の
ご

意
見
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

見
や
す
く
、
読
み
や
す
い
誌

面
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
編
集
作
業
は
時
間
が

か
か
り
大
変
で
す
が
、
委
員

全
員
で
協
力
し
合
い
、
一
つ

の
作
品
を
作
り
上
げ
る
喜
び

を
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
議
会
の
活
動
に
興
味

を
持
ち
、
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
情
報
発
信

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

N
o.１１０

令
和
７
年
３
月
定
例
会


